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【要旨】 

背景： OSCC（口腔扁平上皮癌）の侵襲性は、過去数十年にわたり様々な予後・予測に有用

な病理組織学的指標の研究に取り組んできた。DOI（Depth of Invasion）は予後に影響する病

理組織学的因子の一つであり、AJCC 第 8 版の TNM 病期分類に含まれている。また Pattern 

of Invasion (POI)は、より高度な局所再発と予後不良に関連する予後不良因子として広く報

告されているが、治療方針の決定や予後評価に活用されていない。 

 

対象と方法：2018 年 10 ⽉〜2020 年 2 ⽉に治療を受けた OSCC 患者 320 例について検討し

た。人口統計学的詳細は電子カルテから抽出し単変量解析および多変量解析を行った。

WPOI I-V について Kaplan Meier を用いて生存率解析を行った。DFS（無病生存期間）は WPOI

の悪性度別に評価した。 

 

結果： T 期、WPOI I-III (Cohesive WPOI)、WPOI IV-V (non-cohesive WPOI)を比較分析した

ところ、単変量解析では、T 期 (p = 0.001)、N 期 (p = 0.002)、DOI (p = 0.008)、PNI (Peri-neural 

invasion) (0.001)、腫瘍型 (Grade) (p = 0.001) が有意に関連していた。多変量解析では、WPOI 

IV-V は Grade、PNI、DOI と有意な関連を示した。また、WPOI IV-V は局所再発率が有意に

高く、DFS が短かった。 



【take home message】 

 POI は DFS と関係し、特に IV 型および V 型の早期治療介入は生存率を改善する可能

性がある。 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 


